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ニュース（NEWS）

北九州の港と空港の情報誌

▽テーマ
北九州港「みなとオアシス門司港」

▽ニュース
阪九フェリー「せっつ」が就航、続いて「やまと」も6月就航

北九州空港 第七管区海上保安本部 北九州空港基地エプロン完成
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阪九フェリー「せっつ」が就航、続いて「やまと」も6月に就航

北九州空港 第七管区海上保安本部 北九州空港基地エプロン完成

令和2年4月1日（水）に「北九州空港基地」が開所されました。北

九州港湾・空港整備事務所では、エプロン、誘導路の工事を実施し、
令和2年2月に完成しました。
エプロンとは駐機場のことで海上保安庁の航空機が10機配備され
ています。福岡空港から移転した北九州空港の基地は24時間運用

可能となり、夜間・遠距離でも迅速かつ広範囲な海域の捜索救助、
監視が可能となります。

３

海から見た門司港レトロ中心部

令和2年3月10日（火）、阪九フェリー「せっつ」が北九州（新門司）

～神戸航路に就航しました。三菱造船下関造船所で建造され、昨
年8月に命名及び進水したフェリーです。船内は港町神戸をイメー

ジした設計で、星空と瀬戸内海を眺望できる展望ロビーや露天風
呂があります。
「せっつ」の姉妹船であり、今年1月に命名及び進水した「やまと」
も6月30日（火）に同航路に就航します。船内は門司港レトロをイ
メージした設計になっています。

両船とも、最新のＳＯｘ（硫黄酸化物）規制強化対応のスクラバー
（排ガス浄化装置）を搭載しています。

やまと（阪九フェリー様より提供）

〒801-0841 福岡県北九州市門司区西海岸1-4-40
TEL(093)321-4631 FAX(093)322-5525
Webアドレス http://www.pa.qsr.mlit.go.jp/kitakyusyu/

九州地方整備局では、平成29年7月より、各施設を管理する事務所
等でインフラカードを無料配布（全65種類）。
各配布施設等で希望すると1人1枚無料で入手できます。



テーマ ～北九州港「みなとオアシス門司港」～

門司電気通信レトロ館

昭和4年に国際ターミナルとして
建設されました。当時は岸壁が隣接
しており、2階の待合室から直接船
に乗り込んでいたそうです。現在は
文化・芸術発表の場として門司港の
魅力を伝えています。

平成15年にオープンした関門
海峡を知ることができる体験型博
物館です。昨年9月にリニューア
ルオープンし、日本最大級のスク
リーンで関門海峡の自然や歴史を
学ぶことができます。

明治45年に煉瓦造り瓦葺構造で
建設された施設です。昭和初期ま
で税関庁舎として使用されていま
した。平成6年に10万枚もの煉瓦を
特注し竣工当時の姿に復元されま
した。

大正6年建設の大阪商船門司支店
を修復したものです。当時は前面道
路のすぐ横が桟橋で一ヵ月に60隻
もの船が就航し、多くの旅人で賑
わっていました。

大正10年に三井物産の社員の余暇施
設として建設されたものを現在の場所
に移築しました。イギリスの建築様式
を採用した豪華な洋館で、アインシュ
タイン夫妻が宿泊したことで有名です。

平成10年に竣工された観光物産
館です。北九州市・下関の特産物
を扱う観光市場やお土産コーナー、
テイクアウトコーナー、レストラ
ンなどがあります。

平成11年に竣工された高層マン
ション「門司港レトロハイマー
ト」最上階(31階高さ103ｍ)に展望
室があり、関門海峡や門司港レト
ロの街並みを見渡せます。

明治35年に帝政ロシアが中国(大
連市)に建てた東清鉄道事務所の複
製で、北九州市と大連市の友好都
市締結15周年を記念して複製建築
されたものです。

平成11年に開業した飲食・物販施
設です。地元の特産品を中心とした
食品や雑貨のお店、レストランなど
が出店しています。

明治24年に当時の「門司駅」として
開業、昭和63年には鉄道駅舎として初
めて重要文化財に指定されました。昨
年、大正時代の姿に復原され、リ
ニューアルオープンしました。

九州最初の鉄道会社である九州鉄
道本社跡地に平成15年に開館しまし
た。懐かしい車両の実物や鉄道文化
遺産の展示などがあります。

門司港レトロ地区と下関の唐
戸地区とをわずか5分で結ぶ関門
連絡船、巌流島への直行便が発
着する海のターミナルです。

平成5年に完成した両開き非対称
の跳開式可動橋です。歩行者用の
跳ね橋としては国内最大で関門海
峡、関門橋を見渡せる場所に架か
ります。

フェリーやクルーズ船寄港時の
CIQ施設(税関、検疫所のなどの
貿易上必要な手続きをする施設)
としての活用に加え、各種イベン
トへの貸し出し、物販・休憩施設
として利用されています。

平成12年に開館した私立美術
館で陶磁器などの美術品が所蔵
されています。平成28年にリ
ニューアルしレンガ調の外観に
なりました。

大正13年に建設され、門司電報
電話局、NTT西日本門司営業所と
して使用されていました。現在は
電話機や通信機の移り変わりを展
示する博物館となっています。

みなとオアシス門司港
の構成施設ではありま
せんが、門司港の伝統
的な施設です。
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「みなとオアシス」とは…

「みなと」を中心としたまちづくりを促
進するため、住民参加による地域の活
性化への取組が継続的に行われる施
設を国土交通省港湾局長が登録する
ものです。「みなとオアシス門司港」は
全国で134カ所目、福岡県内では大島
港に続いて2カ所目の登録となります。

みなとオアシスロゴマーク

①旧大連航路上屋（みなとオアシス代表施設）

②門司港国際ターミナル

③関門海峡ミュージアム

④マリーンゲート門司

⑤JR門司港駅

⑥九州鉄道記念館

⑦旧大阪商船

⑧旧門司三井倶楽部

⑨海峡プラザ

⑩ブルーウィング門司（西海岸可動橋）

⑪旧門司税関

⑫門司港レトロ観光物産館

⑬大連友好記念館

⑭門司港レトロ展望室

⑮出光美術館 門司

門司電気通信レトロ館

このページに掲載している写真は当事務所が撮影したものです。必要な方はご連絡下さい。


